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教職員への研修を進めています

「打出教育文化センター」をご存知ですか

　打出教育文化センターでは、市立学校園教職員を対象に講座を開き、教職員の指導力の向上に取り組んでい

ます。平成17年度も、「専門的な知識や技術の向上を図る」「教育の今日的な課題について考える」「情報教育の

充実を図る」などのテーマで研修会を実施し、よりよい教育の実現を目指して、多くの教職員が受講しました。

　その研修の一部を、ご紹介します。

子育てセンター・春の子育て講座「お話の会」

■日　　時　３月８日（水）午前10時～11時30分

■会　　場　市民センター  301室

■対　　象　就学前の乳幼児と保護者  130組＜要予約＞

■内　　容　絵本の読み聞かせ、人形劇、大型紙芝居、絵本の紹介など

■申し込み　２月15日（水）午前９時から、電話で下記へ

問い合わせ　子育てセンター　 31-8006(精道幼稚園内)

問い合わせ　打出教育文化センター　 38-7130(打出小槌町15-9)

ものの見方を育てる自然観察

何気なく接しているものに対して、少し角度を変えて見るだけ

で世界が変わることを学びました。

　子どもたちの生活や学力の確かな定着を図るため、専門家による講演や具体的な

演習・実習を通して、指導力の向上を図っています。確かな理論を学び、子どもの

想像力をかきたて、仲間と共に学ぶ意欲を育てるワザとコツを学んでいます。

【６月】ふれあい仲間作り～仲間作りを育てる運動遊び～

【７月】作って遊ぼう／学校園の野菜作り⑦～面白野菜とその教材性～／韓国社会

　　　　文化を考える／総点検!　総合的な学習の時間／理科実験講座part１～基

　　　　礎的な実験の紹介と演習～

【８月】人を育てることばの力～国語科単元学習の考え方～／一人ひとりが自分ら

　　　　しさを発揮し、主体的に学習を進める社会科学習／算数における基礎・基

　　　　本とその発展について／ようこそ後輩!!国語実践よろず相談／めざそう！

　　　　よりよいコミュニケーション／コミュニケーション技法～必ず身につく声

　　　　の出し方・話し方・文章の読み方～／道徳の時間の指導の充実を目指して

　　　　～児童生徒の心の理解と資料の解釈・発問の工夫～／理科実験講座part２

　　　　～子どもを理科好きにするおもしろ実験の数々～

【９月】ものの見方を育てる自然観察

【１１月】「伝承遊び」を楽しもう／学校を会場とした「国語科特別講座」

　学校園がリーダーシップを発揮し、子どもたちの健やかな成長を促すために、子どもの

さまざまな行動や心理への支援や指導のあり方を研修しています。

【７月】子どもの社会性を育てる支援のあり方～学校危機管理とソーシャルサポートの視

　　　　点から～

【８月】今、問い直される幼児教育の意義／自閉症児の現状と課題～「心の理論」を獲得

　　　　することができるか～／発達につまずきを持つ子どもたちの理解と支援／子ども

　　　　たちは今～悩める親と教師の関係～

【１月】子どもの心とシグナルをめぐって～「子どもの危機」を乗り越えるために～

　コンピュータを生かした教材開発や効

果的なプレゼンテーションの仕方など、

授業への積極的な活用の仕方を研修しま

した。また、情報通信ネットワークの効

果的な利用の仕方や、情報化社会に対応

する情報モラル等に関する考え方、指導

方法を学びました。学校を会場として、

学校の情報工学室に対応した特別研修も

行っています。

情報研修講座

データ入力や処理などのスキル研修と共に、情報

モラルや授業に生かす研修を行いました。

専門的な知識や技術の向上を図る 教育の今日的な課題について考える

情報教育の充実を図る

理科実験講座

身近にある材料を使って、子どもの興味関心をか

きたてる実験を学びました。

算数における基礎・基本とその発展について

子どもが算数好きになる指導法を、事例を通して

考えました。

　本展では、平成２年の開館以

来「芦屋」をキーワードに続け

てきた美術博物館が、歴史・美

術に関する地域の調査から得た

情報と、芦屋にこだわり続けた

コレクションを、「芦屋の歴史

と美術」という新たな視点で観

ていただこうと思います。

　遠い昔から現代まで、小さな

芦屋で生まれた大きな「かたち」

は、年輪のように私たちに時間

の流れを語りかけてくれます。

あしやにまつわる  歴史と美術

問い合わせ　美術博物館　 38-5432(伊勢町12-25)
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